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三重大学病院ゲノム医療部　奥川喜永（43歳）
受賞の感想の今後の抱負
このたび三医会賞（医学研究部門）という、名誉ある賞を受賞することができ、誠に光栄に存じます。このような栄誉ある賞をいただける場に立つことができたのは、ひとえに三重大学医学部のさまざまな皆様のお力添えがあってこそだと深く感謝しております。今後も、三重大学病院の発展と三重県におけるがん患者様の治療に少しでも貢献できるよう、患者様のもとに届く腫瘍学研究と臨床の実践を目標に頑張っていく所存ですのでご指導、ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

受賞テーマ
腫瘍側と宿主側の両面からアプローチする消化管悪性腫瘍の診断・治療に関する橋渡し研究

研究の概要と将来展望
　食道癌、胃癌、大腸癌はともに消化管悪性腫瘍における代表的疾患であり、この10年で著しい治療法の進捗を遂げ、診断学や外科治療の進歩に加え新規抗がん剤や分子標的剤の登場により、その治療成績は格段に改善していますが、遠隔転移症例の予後は依然不良で、発癌や転移そのもののメカニズムを解明することによる新たなバイオマーカーや、転移抑制の新たな治療法の開発が急がれる現状です。
　近年、腫瘍因子のみならず腫瘍周囲環境や宿主因子のがん治療における重要性が脚光を集め、それぞれの因子やその相互反応（腫瘍宿主反応）は、消化管悪性腫瘍治療の様々なアウトカムに対する予測指標となる可能性が報告されています。我々はこれまでに以下の複数の項目を、基礎研究と臨床研究の両面から統合的に行うことで、患者に届く臨床的償却に直結した研究を目的に遂行してまいりました。

・腫瘍側因子に着目して
1)消化管悪性腫瘍のあらたな早期診断・転移再発・予後指標の開発とその機序の解明による治療標的の同定
2)原発巣--転移巣の比較解析による転移機序解明と転移組織分泌分子を利用した転移診断非侵襲指標の開発
・宿主側因子に着目して
3)  新たな宿主栄養指標の開発と消化管悪性腫瘍症例における臨床的意義の解明 
4)  発癌素地の概念に基づいた健常粘膜を用いた潰瘍性大腸炎関連大腸癌診断マーカーの開発
5） エピゲノムを利用した孤発性大腸癌・潰瘍性大腸炎関連大腸癌の鑑別指標の開発と発癌機序解明
・腫瘍宿主反応に着目して
6)  腫瘍宿主反応による消化管悪性腫瘍症例における新たな炎症・栄養指標の開発とその臨床的意義の検討 
7)  癌分泌型伝達分子による宿主サルコペニア（骨格筋量減少）に与える影響の機序解明

　発癌や転移進展の機序解明は、悪性腫瘍患者の生命予後改善に大きく貢献する可能性があります。発癌のみならず、遠隔転移進展に至るには、癌細胞原発巣での増大、原発巣からの遊離、転移巣での接着、浸潤と生着、増殖、血管新生の各過程に多数の転移促進・抑制分子群が関与しており、翻訳転写された蛋白のみならず非翻訳RNA（non-coding RNA）などのエピゲノミクスな変化もまた、深く関与している可能性が明らかとなりました。あらたな発癌・転移進展機序を解明することは、新規バイオマーカーの開発につながる可能性もあり、血液を用いた非侵襲早期診断マーカーや、転移診断マーカー、手術標本を用いた術後再発・遠隔転移進展高リスク患者の同定マーカーへの応用も可能となります。
 またその視野を腫瘍側因子から宿主側因子に移すとともに、さらにその腫瘍―宿主の相互関係を明らかにすることは、従来別々に研究されてきた腫瘍側と宿主側の因子を結び付ける研究概念はユニークな発想で、がん関連事象の病因を明らかにすることを皮切りに、さまざまな疾病の病因を明らかにできる新たな展開が期待できると考えております。

本研究に関連する原著論文(5編)
Clinical significance of SNORA42 as an oncogene and a prognostic biomarker in colorectal cancer. 
Okugawa Y, Toiyama Y, Toden S, Mitoma H, Nagasaka T, Tanaka K, Inoue Y, Kusunoki M, Boland CR, Goel A. 
Gut. 2017 Jan;66(1):107-117.

A Panel of Methylated MicroRNA Biomarkers for Identifying High-Risk Patients with Ulcerative Colitis-associated Colorectal Cancer.
Toiyama Y, Okugawa Y(Co-first), Tanaka T, Araki T, Uchida K, Hishida A, Uchino M, Ikeuchi H, Hirota S, Kusunoki M, Boland CR, Goel A.
Gastroenterology. 2017 Dec;153(6):1634-1646.e8.

Lymphocyte-C-reactive Protein Ratio as Promising New Marker for Predicting Surgical and Oncological Outcomes in Colorectal Cancer.
Okugawa Y, Toiyama Y, Yamamoto A, Shigemori T, Ide S, Kitajima T, Fujikawa H, Yasuda H, Hiro J, Yoshiyama S, Yokoe T, Saigusa S, Tanaka K, Shirai Y, Kobayashi M, Ohi M, Araki T, McMillan DC, Miki C, Goel A, Kusunoki M.
Ann Surg. 2020 Aug;272(2):342-351

Circulating miR-203 derived from metastatic tissues promotes myopenia in colorectal cancer patients.
Okugawa Y, Toiyama Y, Hur K, Yamamoto A, Yin C, Ide S, Kitajima T, Fujikawa H, Yasuda H, Koike Y, Okita Y, Hiro J, Yoshiyama S, Araki T, Miki C, McMillan DC, Goel A, Kusunoki M.
J Cachexia Sarcopenia Muscle. 2019 Jun;10(3):536-548

Metastasis-associated long non-coding RNA drives gastric cancer development and promotes peritoneal metastasis. 
Okugawa Y, Toiyama Y, Hur K,Toden S, Saigusa S, Tanaka K, InoueY, MohriY, Kusunoki M, Boland R, Goel A. 
Carcinogenesis. 2014 Dec;35(12):2731-9.

略歴
2003年-2005年：聖路加国際病院前期研修医
2005年-2009年；三重大学大学院医学系研究科修了
2010年-2011年；桑名市民病院外科医長
2011年-2012年；三重大学附属病院卒後臨床研修センター　助教
2013年-2015年；ベイラーメディカルセンター　リサーチフェロー
2016年-2017年；伊賀市立上野総合市民病院　外科医長
2017年-2020年；三重大学医学部医学看護学教育センター　助教
2020年-      ；現職

専門分野
遺伝性腫瘍学、ゲノム腫瘍学、腫瘍外科学、栄養支持療法学

医学博士、専門医資格など
医学博士（甲）,　外科専門医、消化器外科専門医・指導医、消化器がん治療専門医、消化器病専門医、大腸肛門病専門医、がん治療認定医、がん薬物療法専門医、臨床遺伝専門医、遺伝性腫瘍専門医、緩和医療専門医、検査管理医、日本臨床代謝栄養学会認定医、日本消化器外科学会評議員、日本遺伝性腫瘍学会評議員、日本臨床外科学会評議員、日本外科感染症学会評議員、日本大腸肛門病学会評議員、日本臨床代謝栄養学会学術協議員、日本在宅経腸栄養研究会世話人、東京医科歯科大学客員准教授
受賞歴
2014/3月  上原記念生命学財団ポストドクトラルフェローシップ受賞
2014/4月  Baylor Health Care System Foundation/Sammons Cancer Center (Co-PI)
2014/9月  Veterans Affairs Merit Award I01 BX002796-01 (Co-PI)
2015/5月  American Gastroenterological Association Fellow Travel Award
2015/5月  AGA-GRG Fellow Abstract Prize
2016/2月  Award of NIH Research Project Grant Program (R01) (Co-PI) 
2016/4月  第116回 日本外科学会　Young Investigator Award　受賞
2016/12月 三重医学振興財団若手研究助成金受賞
2017/3月　上原記念生命学財団研究奨励賞受賞
2017/5月  American Gastroenterological Association “Poster of Distinction for presentation award”
2017/7月  日本消化器外科学会JSGS Young investigator Award 2017
2017/12月 安田医学記念若手癌研究助成受賞
2018/4月　日本外科学会　JSS Young Researcher Award受賞
2018/6月　平成30年度生命の駅伝がん研究奨励賞
2019/12月 三重大学医学賞受賞
2020/2月　日本臨床代謝栄養学会 小越章平Best paper in the year 2019受賞
2020/12月 三医会賞			
				
